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＜連絡事項＞
・特記事項無し。

＜患者様連絡事項＞
・寺井　恵利子様～腰痛持続。本人より疼痛時の頓服薬希望あり。今川Dr.より疼痛時カロナール(200)2Tの指示と同薬5回分処方となる。又、湿布薬についても本人より希望にて垂水Dr.よりハップスター2P処方。

・安達　貴浩様～本人よりスミルスチック処方希望あり。今川Dr.よりフェルビナクスチック軟膏1本処方となる。

・佐々木　章洋様～疼痛時頓服薬の残数無し。今川Dr.より疼痛時カロナール(200)2T　10回分処方となる。

・木村　美智子様～船場Dr.来棟され、診察。採血結果と本人の状態を確認し、点滴は同内容で明日まで継続し、以後の処方に関しては明日出勤される田中Dr.へ船場Dr.診察記録と採血結果をもとに検討して頂くようにとの事。

・田中　敬様～本日よりアルコール依存症治療プログラム開始となり、本人用のテキストとスケジュール表を渡し、プログラム全体の大まかな流れと第Ⅰ期の説明を行っている。栄養スタッフに行って頂くレクチャー10に関しては本日栄養スタッフ不在の為、日程調整必要。明日栄養スタッフ出勤時にプログラム担当スタッフより日程調整の連絡を行っていく。

＜東病棟入院・入室状況＞
［転出］
・佐々木　章洋様：東Aユニット15号室→西Bユニット28号室

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。開放中、他室侵入・他者の私物弄り見られ、他者からも苦情寄せられている。時間早めて開放観察終了。室内徘徊あるが、奇声や自傷行為、不潔行動は無く経過。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

・的場　舞様～20:00～6:00の時間隔離中。朝食は再三声掛けにも起きられず、不食。開放中、日課以外は自室にて過ごす事が多い。電話要求あり、対応。弁護士事務所や警察へ連絡を取っていたと電話後本人談。入院時に着用していた衣類やアイコス、家の鍵、警察から家族が預かっていると思われる手紙、を病棟の詰所で預かってほしいとの訴えあり。妹様へ連絡し、上記本人からの依頼について確認している。表情は冴えないが、不穏・興奮は無く経過。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

・澤口　利香様～身体拘束中。朝食はパンのみ、昼食は全量摂取されている。拒薬無し。買い物やスタッフの勤務配置を気にする様子あるが、説明には了解され、不機嫌さや易怒性・興奮は無く経過。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

[bookmark: _Hlk62478463]＜要注目患者様情報＞
・袴田　将志様～飲水のペース早く、スタッフ側からの声掛けを要している。妄想発言や不穏・他者トラブルは無く経過。

・本間　啓子様～日中はホールにて車椅子乗車し過ごされている。時に環境への不満を大声で話す事や他者との会話時に口調強さあるが、不穏・興奮には至らず。

・橋本　とし様～食事はクリミールのみを摂取している。感冒症状や不調の訴え無し。11:30時点で体温36.7℃へ解熱しており、他バイタル異常も無い。クーリング等は行わずに適宜水分補給促して対応行っている。

・木村　美智子様～昨日準夜帯にて体温38.0℃となることあるが、本日は36.0℃台で経過している。頻脈あるが他バイタルサイン異常なし。痰鳴はないが適宜吸引施行にて黄白色～白色痰除去している。声掛けへの反応はなし。

・寺井　恵理子様～腰痛訴え聞かれ、自室にて臥床していること多い。レストランへの移動も難しいことから、レストラン→台車へと変更となっている。
　　　　　　　　　自室内歩行は可能な様子。ポータブルトイレ貸し出ししているが使用はしていない。幻聴訴えなく、スタッフ対応穏やか。

